




以下の６～14の項目の□欄について、該当する箇所にチェックしてください。

※ その他の取組等がある場合には、（ ）内に記載するとともに、該当する箇所にチェックしてください。

※ 該当するもの（チェックしたもの）について、具体的内容を記述してください。（添付書類で確認できる場合は省略できます）

６．生産管理又は流通合理化等

 ①適切な生産管理  ②原木の安定供給・流通合理化等

・作業日報の作成・分析による進捗管理や ✔ （ 年後 ） ・製材工場等需要者との直接的な取引 （ 年後 ）

工程の見直し  直接的な取引の相手先名 【 】

・作業システムの改善 ✔ （ 年後 ） ・とりまとめ機関を通じた共同販売・共同出荷 ✔ （ 年後 ）

 とりまとめ機関名 【 】

・その他（ ） （ 年後 ） ・森林所有者や工務店等との連携 （ 年後 ）

・その他（ ） （ 年後 ）

①②のうち、該当するもの（チェックしたもの）について、具体的内容を記述してください。 

７．造林・保育の省力化・低コスト化 ８．主伐後の再造林の確保

・伐採と造林の一貫作業システムの導入 ✔ （ 3 年後 ） ・主伐及び主伐後の再造林を、直営施業又は他者 ✔ （ 年後 ）

への請負により実施する体制

・コンテナ苗等の使用 ✔ （ 5 年後 ） ・主伐及び主伐後の再造林を、連携する他の民間 （ 年後 ）

事業者と一体的に実施する体制

・低密度植栽 ✔ （ 年後 ）  連携する相手等の名称 【 】

・下刈りの省略 ✔ （ 5 年後 ）

・自己所有森林における主伐後の適切な更新の実施 ✔ （ 年後 ）

・その他（ ） （ 年後 ）

・他者所有森林での主伐にあっては、森林所有者等 （ 年後 ）

に対する事前の適切な更新の働きかけ上記のうち、該当するもの（チェックしたもの）について、具体的内容を記述してください。 

2,000本/haの植林密度により、造林・保育の省力化を図る。また、コンテナ苗
等を活用し、伐採と造林の一貫作業により、さらなる低コスト作業の実現を目
指す

上記のうち、該当するもの（チェックしたもの）について、具体的内容を記述してください。 

主伐と再造林については、造林の実績のある林業事業体と整備協定を結び、自社の作業員
及び他社への請負により実地できる体制を整える。主伐後の適切な更新は、行動規範に基
づき適切な更新を図っていく。自己所有林の広葉樹林については主伐後の適切な更新を
図っている。

取り組ん
でいる

１年以内
に取り組

む予定

取り組む
意向があ

る

取り組む
意向があ

る

有してい
る

１年以内
に整備す

る予定

整備する
意向があ

る

取り組ん
でいる

１年以内
に取り組

む予定

取り組む
意向があ

る

鈴鹿木材株式会社

取り組ん
でいる

１年以内
に取り組

む予定

取り組む
意向があ

る

日々、作業日報を作成し、総括を行い工程間の作業バランスや進捗状況を把握し、工程の見直しを行う。また、作業日報の分析から、最適な作業システムを把握し改善につ
なげていく。とりまとめ機関との密な打ち合わせにより原木の出荷をスムーズに行う。

取り組ん
でいる

１年以内
に取り組

む予定



９．伐採・造林に関する行動規範の策定等 10．素材生産や造林・保育の実施体制の確保

・独自の行動規範等の策定・遵守 ✔ （ 年後 ） ・素材生産の事業実績 ✔

（ 年後 ） ・造林・保育等の事業実績 ✔

 他者が策定した行動規範等の場合の策定主体名 【 】

・三重県内の森林における森林施業の実績 ✔

（森林施業：素材生産、造林・保育等）

11．雇用管理の改善及び労働安全対策

 ①雇用管理の改善  ②労働安全対策等

・現場作業職員の常用化 ✔ （ 年後 ） ・現場作業職員等への安全衛生教育の実施 ✔ （ 年後 ）

現場作業職員への月給制の導入 ✔ （ 年後 ） ・労働保険への加入 ✔ （ 年後 ）

（一人親方の特別加入を含む）

・計画的な研修実施などの教育訓練の充実 ✔ （ 年後 ） ・リスクアセスメント ✔ （ 年後 ）

・社会保険・退職金共済等への加入等、 ✔ （ 年後 ） ・防護具等の着用の徹底 ✔ （ 年後 ）

福利厚生の充実

・その他（ ） （ 年後 ） ・作業現場の安全巡回 ✔ （ 年後 ）

・労働安全コンサルタント等専門家による ✔ （ 年後 ）

安全診断・指導

・その他（ ） （ 年後 ）

・過去３年以内に死亡労働災害が発生していないか ✔

・休業４日以上の負傷労働災害が、現場従業員総数の ✔
20％以上の割合で、直近の３年間連続して発生していないか

１年以内
に取り組

む予定

取り組む
意向があ

る

①②のうち、該当するもの（チェックしたもの）について、具体的内容を記述してください。 

現場作業職員の常用化、月給制、計画的教育訓練、社会保険等の加入、安全衛
生教育、労働保険の加入、リスクアセスメントの実施、防護具等の着用の徹
底、作業現場の巡回を実施している。また、労働安全についてはOHSAS18001を
取得し、認定機関による定期的な監査を受けている。

発生して
いない

発生して
いる

上記のうち、該当するもの（チェックしたもの）について、具体的内容を記述してください。 

国が示した「伐採作業と造林作業の連携等に関するガイドライン」の指針を参
考にし、独自の行動規範を作成し、その内容を尊重する。

取り組ん
でいる

１年以内
に取り組

む予定

取り組む
意向があ

る

取り組ん
でいる

 ・所属団体や県・市町等が策定した行動規範等の遵守

２年
以上

１年
以上

１年
未満

実績
なし

１年
未満

実績
なし

策定等し
ている

１年以内
に策定等
する予定

策定等す
る意向が

ある

３年
以上

１年
以上



12．環境への配慮 13．人材の育成

・環境に配慮した取組 ✔ （ 年後 ） ・計画的な技術者の育成等に対する取組 ✔ （ 年後 ）

上記取組の具体的内容を記述してください。 上記取組の具体的内容を記述してください。 

14．コンプライアンスの確保

はい いいえ はい いいえ

・業務に関連して法令に違反し、代表役員等や一般役員等が逮捕され、 ✔ ・森林の経営管理を適切に行うことができない者又は森林の経営管理に ✔
又は逮捕を経ないで公訴を提起されたときから１年間を経過していない者ではない 関し不正もしくは不誠実な行為をする者ではない

・業務に関連して法令に違反した場合は、再発防止に向けた取組を ✔ ・破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者や暴力団員による不当な ✔
確実に行う 行為の防止等に関する法律第３２条第１項各号に掲げる者等ではない

・国、都道府県又は市町村から入札参加資格の指名停止を受けていない ✔ ・９の行動規範等に違反した行為をする者ではない ✔

15．その他、地域への貢献、表彰実績等に関する情報

その他事業体情報

取り組ん
でいる

１年以内
に取り組

む予定

取り組む
意向があ

る

取り組ん
でいる

１年以内
に取り組

む予定

取り組む
意向があ

る

立木の適正な密度管理により、下層植生の繁茂を促している。使用可能な機械
にあっては、生分解性オイルを使用している。作業現場で発生したゴミ類は、
適切に処理している。

作業の生産性・安全性を高め、効果的な施業を自ら考え実践するため、みえ森
林・林業アカデミーのプレーヤー育成コースに入講し、科学的な知見に基づく
専門性の高い知識や技術を習得しています。

ISO9001 ISO14001 OHSAS18001 の認証を受けています。


